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中部地方の魅力を徹底紹介!!

企業の事業承継における実務支援①

第39回全国統一研修会中部大会 in 名古屋

ミロク会計人会INFORMATION
「第39回全国統一研修会・中部大会in名古屋」
平川 忠雄会長ご挨拶 2
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シリーズ企画

記念旅行のご案内

ミロクシステムQ&A
『iCompassNX（よくあるお問い合わせ）』

事務所訪問
山本裕基税理士事務所

今月の表紙：名古屋城
撮影：鈴木 基之（中部ミロク会計人会）　場所：愛知県名古屋市

リレーエッセイ
中部ミロク会計人会　岩上 春満
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平
成
26
年
度
の
全
国
統
一
研
修
会

を
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。
ミ
ロ
ク

会
計
人
会
連
合
会
主
催
・
中
部
ミ
ロ

ク
会
計
人
会
担
当
に
よ
る
「
第
39
回

全
国
統
一
研
修
会
・
中
部
大
会
i
n

名
古
屋
」
が
、
来
る
平
成
26
年
11
月

6
日
（
木
）
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

本
大
会
は
年
1
回
開
催
さ
れ
、
専

門
的
な
情
報
交
換
を
兼
ね
て
会
員
の

先
生
方
や
そ
の
ご
家
族
の
親
睦
を
深

め
、
連
帯
感
の
高
揚
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
開
催
地
独
特
の
文

化
な
ど
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
機

会
と
し
て
好
評
を
博
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
本
大
会
は
全
国
各
地
域
の
ミ

ロ
ク
会
計
人
会
の
単
位
会
が
持
ち
回

り
で
担
当
し
て
お
り
、
昨
年
は
広
島

で
の
開
催
で
し
た
。

さ
て
、
安
倍
政
権
発
足
時
以
来
、

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
で
日
本
経
済
は

勢
い
を
増
し
て
い
ま
す
。
実
体
経
済

に
好
影
響
が
見
え
て
き
て
い
る
状
況

が
あ
り
、
消
費
税
率
の
第
1
段
階
引

き
上
げ
も
ソ
フ
ト
に
収
ま
る
よ
う
で

す
。
会
員
の
先
生
方
の
顧
問
先
企
業

の
中
で
も
、
景
況
の
上
昇
の
好
影
響

を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
が
広
が
り
を

見
せ
て
い
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
、

確
か
に
景
気
に
明
る
い
兆
し
が
見
え

て
き
た
も
の
の
、
ま
だ
ま
だ
予
断
を

許
さ
な
い
状
況
は
続
き
ま
す
。
グ
ロ

ー
バ
ル
化
が
進
展
し
た
現
在
の
世
界

に
お
い
て
は
、
各
国
の
情
勢
が
ど
こ

に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
す
か
、

容
易
に
は
予
測
し
得
な
い
と
こ
ろ
が

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
う
し
た
難
し
い
時

代
を
乗
り
切
る
た
め
に
は
、
わ
れ
わ

れ
会
員
一
同
が
最
新
情
報
を
共
有
し
、

共
に
考
え
、
共
存
共
栄
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。　　

平
成
26
年
度
税
制
改
正
は
、
消
費

税
率
再
引
上
げ
へ
の
対
応
と
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
効
果
の
さ
ら
な
る
高
揚
を
図

る
目
的
に
お
い
て
『
法
人
税
改
革
』

に
取
り
組
む
基
本
認
識
と
論
点
が
ま

と
め
ら
れ
、
世
界
で
行
わ
れ
て
い
る

課
税
ベ
ー
ス
を
拡
大
し
つ
つ
税
率
を

引
き
下
げ
る
と
い
う
「
法
人
税
の
構

造
改
革
」
を
行
い
ま
す
。
ま
た
『
法

人
税
改
革
は
恒
久
減
税
で
あ
り
恒
久

財
源
を
確
保
す
る
と
の
方
針
』
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

「
2
0
2
0
年
度
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー

バ
ラ
ン
ス
の
黒
字
化
と
の
整
合
性
を

考
え
な
い
と
い
け
な
い
」、
す
な
わ

ち
、「
恒
久
減
税
に
は
恒
久
財
源
が

必
要
と
い
う
方
針
」
を
含
め
て
決
定

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
一
方
、
中

小
企
業
団
体
に
お
い
て
は
、「
課
税

ベ
ー
ス
の
見
直
し
」
が
増
税
に
つ
な

が
る
と
い
う
「
危
機
意
識
」
が
存
在

し
、「
中
小
企
業
の
軽
減
税
率
、
小

規
模
法
人
特
例
の
創
設
を
含
む
法
人

実
効
税
率
の
引
下
げ
」、「
外
形
標
準

課
税
の
中
小
企
業
へ
の
適
用
拡
大
に

反
対
」、「
欠
損
金
繰
越
控
除
を
は
じ

め
と
す
る
中
小
企
業
税
制
の
縮
減
反

対
」
と
の
意
思
表
示
を
示
し
ま
し
た
。

ま
た
、
中
小
企
業
庁
な
ど
に
お
い

て
は
、
平
成
27
年
1
月
か
ら
適
用
さ

れ
る
「
改
正
後
の
事
業
承
継
税
制
」

に
お
い
て
「
更
な
る
見
直
し
が
必
要
」

と
の
立
場
に
お
い
て
「
適
用
上
の
制

約
の
見
直
し
」
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

税
制
は
幅
広
い
分
野
に
お
い
て
経

済
的
影
響
が
及
ぶ
こ
と
か
ら
、
わ
れ

わ
れ
税
務
会
計
職
業
人
に
お
い
て
、

常
時
改
革
の
方
向
性
を
提
示
し
て
い

く
こ
と
の
基
本
認
識
を
持
続
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
は

「
情
報
の
早
期
伝
達
機
能
を
重
視
し
て

活
動
す
る
」
こ
と
を
目
標
と
し
て
い

ま
す
の
で
、
さ
ら
な
る
新
情
報
を
適

時
に
発
信
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
ご
賛

同
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

今
回
の
中
部
大
会
は
、
名
古
屋
市

街
の
中
心
に
位
置
す
る
名
古
屋
東
急

ホ
テ
ル
に
て
開
催
い
た
し
ま
す
。

基
調
講
演
に
は
、
ミ
リ
オ
ン
セ
ラ

ー
小
説
に
し
て
映
画
も
大
ヒ
ッ
ト
し

た
『
永
遠
の
0
』
の
作
者
で
あ
る
、

放
送
作
家
・
小
説
家
の
百ひ

ゃ
く
た田 

尚な
お
き樹

氏
を
お
招
き
し
、「
日
本
人
の
誇
り
」

を
テ
ー
マ
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。

第
一
分
科
会
で
は
、
中
小
企
業
の
事

業
再
生
な
ら
び
に
、
事
業
承
継
、
創

業
支
援
に
特
化
し
た
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
を
専
門
と
し
て
い
る
株
式
会
社

千
代
田
キ
ャ
ピ
タ
ル
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン

ト
代
表
取
締
役
の
髙た

か
は
し𣘺 

隆た
か
あ
き明
氏
を
お

招
き
し
「
顧
問
先
の
事
業
再
生
に
つ

い
て
、
会
計
事
務
所
が
ど
う
取
り
組

む
か
」
の
演
題
で
お
話
し
い
た
だ
き

ま
す
。
第
二
分
科
会
で
は
、
全
国
に

店
舗
展
開
し
て
い
る
カ
レ
ー
ハ
ウ
ス

「
Co
Co
壱
番
屋
」
の
創
業
者
で
あ

る
宗む

ね
つ
ぐ次 

德と
く
じ二
氏
に
「
宗
次
流　

独

断
と
偏
見
の
経
営
哲
学
」
と
題
し
て

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。
第
三
分
科

会
で
は
、
東
海
学
園
大
学
人
文
学
部

教
授
、
南
山
大
学
名
誉
教
授
で
あ
る

安や
す
だ田 

文ぶ
ん
き
ち吉
氏
を
お
招
き
し
、「
徳
川

家
康
・
宗
春
と
名
古
屋
の
底
力
」
を

テ
ー
マ
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

恒
例
の
懇
親
ゴ
ル
フ
大
会
は
翌
日

の
7
日
（
金
）
に
「
三
好
カ
ン
ト
リ

ー
倶
楽
部
」
で
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た

記
念
旅
行
は
、
11
月
7
日
（
金
）
か

ら
9
日
（
日
）
の
3
日
間
、
遠
州
・

大
井
川
鐡て

つ
ど
う道
と
世
界
文
化
遺
産 

富
士

山
を
望
む
旅
を
企
画
し
て
お
り
ま
す
。

本
大
会
に
多
数
の
先
生
方
、
ご
家

族
、
職
員
の
皆
さ
ま
が
参
加
さ
れ
る

こ
と
を
お
願
い
し
、
名
古
屋
に
お
け

る
本
大
会
の
成
功
を
祈
念
い
た
し
ま

す
。
ま
た
、
全
国
の
先
生
方
と
お
会

い
し
、
ご
歓
談
で
き
る
日
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

第
39
回 

全
国
統
一
研
修
会

中
部
大
会 

in 

名
古
屋  

開
催
挨
拶

ミ
ロ
ク
会
計
人
会
連
合
会 

会
長 

平
川 

忠
雄

　 ミロク会計人会 INFORMATION

2月刊税理士事務所CHANNEL



静
岡
県
西
部
で
鍾
乳
洞
と

う
な
ぎ
を
堪
能

今
回
の
記
念
旅
行
で
は
、
静
岡
県

の
魅
力
を
存
分
に
ご
堪
能
い
た
だ
く

プ
ラ
ン
を
ご
用
意
し
ま
し
た
。

初
日
は
、
出
発
地
寄
り
の
県
西

部
を
巡
り
ま
す
。
最
初
に
訪
れ
る

竜り
ゅ
う
が
し
ど
う

ヶ
岩
洞
は
、
2
億
5
0
0
0
万
年

前
の
石
灰
岩
地
帯
に
形
成
さ
れ
た
東

海
地
方
最
大
級
の
観
光
鍾
乳
洞
。
中

で
も
落
差
30
m
の
地
底
の
大
滝
は
圧

巻
の
一
言
に
尽
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
静
岡
県
西
部
の
名
所
と

い
え
ば
浜
名
湖
、
そ
し
て
名
産
の
う

な
ぎ
で
す
。
も
ち
ろ
ん
本
旅
行
で
は

専
門
店
で
の
お
食
事
を
ご
用
意
し
て

い
ま
す
。
天
然
水
で
上
質
に
仕
上
げ

た
う
な
ぎ
を
、
秘
伝
の
タ
レ
を
使
っ

て
丁
寧
に
炭
火
で
焼
き
上
げ
た
至
極

の
一
品
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

他
に
も
、
浜
名
湖
遊
覧
船
で
の
ク

ル
ー
ズ
や
、
日
本
が
世
界
に
誇
る
二

輪
車
・
四
輪
車
メ
ー
カ
ー
の
一
つ
、

「
ス
ズ
キ
」
が
創
業
以
来
つ
く
っ
て
き

た
多
く
の
マ
シ
ン
と
現
在
の
ク
ル
マ

設
「
お
茶
の
郷
」
を
訪

れ
ま
す
。
月
替
わ
り
の

世
界
の
お
茶
を
楽
し
め

た
り
、
世
界
30
カ
国
90

種
類
の
お
茶
が
展
示
さ

れ
て
い
る
コ
ー
ナ
ー
や
、

日
本
人
の
暮
ら
し
と
お

茶
の
歴
史
を
紹
介
す
る

コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
見
所
で
す
。

静
岡
の
旅
を
締
め
く
く
る
の
は

世
界
文
化
遺
産・富
士
山
の
絶
景

最
終
日
は
、
徳
川
家
康
公
ゆ
か
り

の
史
跡
「
久
能
山
東
照
宮
」
を
訪
れ

ま
す
。
家
康
公
の
遺
命
に
よ
り
、
当

時
の
技
術
・
芸
術
の
粋
を
集
め
て
造

営
さ
れ
た
国
宝
で
、
極
彩
色
の
き
ら

び
や
か
な
色
彩
が
特
徴
で
す
。
な
お
、

久
能
山
東
照
宮
に
は
、
日
本
平
の
頂

上
か
ら
全
長
1
0
6
5
m
の
「
日
本

平
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
」
で
空
中
遊
覧
を

楽
し
み
な
が
ら
向
か
い
ま
す
。

そ
し
て
、
旅
を
締
め
く
く
る
の
は
、

三
保
の
松
原
で
す
。
昨
年
、
世
界
文

化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
富
士
山
の
価

値
を
構
成
す
る
資
産
（
構
成
資
産
）

の
一
つ
で
あ
る
こ
の
地
は
、
富
士
山

を
望
む
景
勝
地
と
し
て
広
く
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
駿
河
湾
の
波
打
ち
際
か

ら
望
む
富
士
山
は
美
し
く
、
こ
の
絶

づ
く
り
の
様
子
が
展
示
さ
れ
た
「
ス

ズ
キ
歴
史
館
」
の
見
学
も
予
定
し
て

い
ま
す
。

S
L
で
過
ご
す

ス
ロ
ー
で
贅
沢
な
時
間

2
日
目
の
目
玉
は
、
大
井
川
鐵
道

の
S
L（
蒸
気
機
関
車
）
乗
車
で
す
。

1
9
7
6
年
に
日
本
で
初
め
て
蒸
気

機
関
車
と
し
て
動
態
保
存
※
さ
れ
、
沿

線
に
は
茶
畑
や
田
園
風
景
が
広
が
り
、

映
画
や
ド
ラ
マ
の
ロ
ケ
地
と
し
て
も

有
名
な
鉄
道
で
す
。
大
井
川
を
上
流

へ
と
向
か
う
S
L
に
揺
ら
れ
て
、
の

ん
び
り
と
車
窓
か
ら
の
風
景
を
眺
め

る
ひ
と
と
き
は
、
日
常
の
慌
た
だ
し

さ
を
忘
れ
、
心
か
ら
リ
ラ
ッ
ク
ス
で

き
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

静
岡
と
い
え
ば
お
茶
。S
L
乗
車

を
満
喫
し
て
い
た
だ
い
た
後
に
は
、

お
茶
に
ま
つ
わ
る
博
物
館
と
商
業

館
、
日
本
庭
園
が
一
体
と
な
っ
た
施

景
が
旅
の
最
後
を
飾
り
ま
す
。

今
回
も
皆
さ
ま
の
素
敵
な
思
い
出

と
な
る
プ
ラ
ン
を
ご
用
意
し
て
お
り

ま
す
。
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

遠
州・大
井
川
鐡
道
と

世
界
文
化
遺
産 

富
士
山
を
望
む
旅

第
39
回
全
国
統
一
研
修
会
・
中
部
大
会
in
名
古
屋「
記
念
旅
行
」案
内上：竜ヶ岩洞の大滝

下：浜名湖遊覧船（イメージ）

上：大井川鐵道のSL
下：お茶の郷博物館

国宝・久能山東照宮には日本平ロープウェイで

※動作可能な状態で保存すること

三保の松原から望む富士山

3 月刊税理士事務所CHANNEL



第39回 全国統一研修会「中部大会 in 名古屋」  開催記念企画

中部地方とは中部地方とは
　日本列島の中央に位置する中部（東海）地方のうち、4つの県から成り、東北・関東地方と近畿地方に挟まれています。飛騨山脈など日本　日本列島の中央に位置する中部（東海）地方のうち、4つの県から成り、東北・関東地方と近畿地方に挟まれています。飛騨山脈など日本
有数の山岳地帯を有すると共に、濃尾平野や伊勢平野といった大規模な平野地帯、志摩半島から熊野灘沿岸にかけてのリアス式海岸な有数の山岳地帯を有すると共に、濃尾平野や伊勢平野といった大規模な平野地帯、志摩半島から熊野灘沿岸にかけてのリアス式海岸な
ど、バリエーション豊かな地形が広がっています。気候は温暖で、ミカンや茶葉の栽培が盛ん。また、焼津港や清水港などは重要な漁業基地とど、バリエーション豊かな地形が広がっています。気候は温暖で、ミカンや茶葉の栽培が盛ん。また、焼津港や清水港などは重要な漁業基地と
なっています。なっています。

中部地方の魅力を徹底紹介！！

愛知県愛知県

岐阜県岐阜県

静岡県静岡県三重県三重県

三重県はこんなところ
■税理士登録者数：765名※■方言
の特徴：語尾に「～な」を付ける。「あな
た」は「あじょ」。■県のキャッチコピー：
美し国三重■県が誇るNo.1：伊勢海
老の漁獲量、海女の人数■県のキャラ
クター「う～まちゃん」について：頭に載
せた輪は人と人との絆を意味する「輪」
と協力を意味する「和」を表す。

静岡県はこんなところ
■税理士登録者数：1745名※■方言の特徴：疑問形
などの語尾に「～ら」を付ける。■県のキャッチコピー：
ふじのくに 静岡県■県が誇るNo.1：温室メロンの収
穫量と作付面積、鈴木姓の全国に占める割合8割超
■県のキャラクター「ふじっぴー」について：「富士山」
「ハッピー」「ピース」「ピープル」が名前の由来。

愛知県はこんなところ
■税理士登録者数：5092名※■方言の特徴：県西部の尾張弁
（いわゆる名古屋弁）と東部の三河弁に分かれる。名古屋弁で
「おまえ」は「おみゃー」。■県のキャッチコピー：逢

あ

い、知る、愛知
■県が誇るNo.1：あさり類・がざみ類の生産量■県のキャラクター
「はち丸」について：2010年の名古屋開府400年祭マスコットと
して誕生。

※出典：『税理士界』2014年5月号「25年度末都道府県別税理士登録者数」

中部ミロク会計人会 会長 石川光男先生から一言
　地理的に中部会は日本のど真ん中。山紫水明に優れた地域で、気候も温暖、昔から
産業も盛ん。今、この時期こそ私たちは参集し、意見を闘わし、「より良い会社づくり」へ
のサポーターとなろう! 昼は、研修・懇親会で交流を深め、夜は『名古屋めし』です。「今
を見つめ、未来をちかい、日本創生!!」。全国の会計人、いっぺん名古屋へいりゃあせ!

岐阜県はこんなところ
■税理士登録者数：1065名※■方言の特徴：
北部の飛騨弁と南部の美濃弁に分かれる。東
日本方言と西日本方言の緩衝地帯なので周
辺地域の様々な特徴が混ざり合っている。■
県のキャッチコピー：飛騨、美濃の国ぎふ■県
が誇るNo.1：陶磁器生産量、食品サンプル生
産量（郡上市）■県のキャラクター「ミナモ」に
ついて：キラキラした川の水面（ミナモ）に住む
妖精。

大特集

©岐阜県
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①
岐
阜
県

②
静
岡
県

【
観
光
ス
ポ
ッ
ト
】

●
岐
阜
城

長
良
川
と
金
華
山
の
険
し
い
断
崖
に
よ
っ

て
造
ら
れ
た
天
然
の
要
塞
に
守
ら
れ
た
城
。

鎌
倉
時
代
に
築
城
さ
れ
、
戦
国
時
代
に
織
田

信
長
が
天
下
布
武
の
構
想
を
練
っ
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

●
池
田
山

濃
尾
平
野
の
西
北
に
位
置
す
る
標
高

9
2
4
m
の
池
田
山
の
山
頂
に
立
つ
と
、
空

気
の
澄
ん
だ
日
に
は
伊
勢
湾
、
北
ア
ル
プ
ス
、

南
ア
ル
プ
ス
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ス

カ
イ
ス
ポ
ー
ツ
の
メ
ッ
カ
と
し
て
有
名
で
す
。

●
飛
騨
千
光
寺

飛
騨
の
自
然
が
息
づ
く
真
言
宗
の
古
刹
で

す
。
遊
行
僧
円
空
ゆ
か
り
の
寺
と
し
て
も
名

高
く
、
64
体
も
の
円
空
仏
や
書
画
な
ど
も
納

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
観
光
ス
ポ
ッ
ト
】

●
日
本
平

日
本
観
光
地
百
選
コ
ン
ク
ー
ル
で
1
位
に

選
ば
れ
た
こ
と
も
あ
る
屈
指
の
景
勝
地
で
す
。

一
帯
は
丘
陵
地
で
、
標
高
3
0
7
m
の
頂
上

か
ら
は
富
士
山
を
正
面
に
駿
河
湾
、
伊
豆
半

島
、
清
水
の
街
を
一
望
で
き
ま
す
。

●
下
田
の
海

古
く
か
ら
人
々
が
往
来
し
た
港
町
下
田
。

一
年
を
通
じ
て
温
暖
な
気
候
は
四
季
折
々
の

花
を
育
て
ま
す
。
白
い
砂
浜
と
鮮
や
か
な
青

の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
生
み
出
す
浜
辺
は
、
息

を
の
む
ほ
ど
に
美
し
い
光
景
で
す
。

●
富
士
サ
フ
ァ
リ
パ
ー
ク

世
界
中
か
ら
集
ま
っ
た
動
物
た
ち
が
の
び

の
び
と
自
由
に
暮
ら
す
「
サ
フ
ァ
リ
ゾ
ー
ン
」

は
、
マ
イ
カ
ー
で
も
園
内
バ
ス
で
も
見
学
が

で
き
ま
す
。
金
網
張
り
の
「
ジ
ャ
ン
グ
ル
バ

ス
」
は
、
猛
獣
に
大
接
近
し
て
エ
サ
を
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
迫
力
満
点
で
す
。

【
食
べ
物
と
お
土
産
】

●
串
原
の
布
ぞ
う
り

恵
那
市
串
原
の
知
る
人
ぞ
知
る
特
産
品
で

す
。5
cm
幅
に
切
っ
た
布
を
縫
い
合
わ
せ
、
芯

を
通
し
た
「
ひ
も
布
」
を
編
ん
で
丁
寧
に
作

ら
れ
て
い
る
の
で
、
と
て
も
丈
夫
で
す
。

●
朴ほ

お
ば葉
寿
司

殺
菌
・
抗
菌
作
用
を
持
つ
朴
の
葉
に
酢
飯

を
包
ん
だ
お
寿
司
。
朴
の
葉
の
清
々
し
い
香

り
と
、
郷
土
の
味
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
飛
騨
牛

岐
阜
の
味
覚
の
代
表
格
。
和
牛
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
と
い
わ
れ
る
「
全
国
和
牛
能
力
共
進

会
」
で
2
回
連
続
最
優
秀
枝
肉
賞
を
受
賞
、

肉
質
日
本
一
の
称
号
を
獲
得
し
、
評
価
が
急

上
昇
し
て
い
ま
す
。

●
中
津
川
の
栗
き
ん
と
ん

中
津
川
市
発
祥
の
高
級
和
菓
子
。
味
と
品

質
を
守
る
た
め
、
秋
に
収
穫
さ
れ
た
新
栗
だ

け
を
使
う
季
節
限
定
商
品
で
す
。

【
食
べ
物
と
お
土
産
】

●
静
岡
茶

茶
ど
こ
ろ
静
岡
で
は
上
質
な
茶
葉
を
使
っ

た
料
理
も
た
く
さ
ん
揃
っ
て
い
ま
す
。
茶
葉

を
使
っ
た
天
ぷ
ら
そ
ば
、
ス
イ
ー
ツ
な
ど
で

お
茶
の
新
し
い
味
を
楽
し
め
ま
す
。

●
富
士
宮
焼
き
そ
ば

静
岡
B
級
グ
ル
メ
の
定
番
。
富
士
宮
市
で

製
造
さ
れ
る
特
別
な
蒸
し
麺
は
し
っ
か
り
と

し
た
コ
シ
と
も
ち
も
ち
と
し
た
歯
ご
た
え
が

あ
り
、
そ
の
食
感
は
初
め
て
食
べ
る
人
を
驚

か
せ
ま
す
。

●
浜
松
餃
子

「
東
の
宇
都
宮
、
西
の
浜
松
」
と
も
い
わ
れ

る
ほ
ど
、
全
国
屈
指
の
餃
子
消
費
量
を
誇
る

浜
松
市
。4
0
0
軒
以
上
の
餃
子
提
供
店
が
あ

る
ほ
か
、
昔
な
が
ら
の
お
持
ち
帰
り
文
化
も

健
在
で
す
。

飛騨牛

富士宮やきそば

飛騨千光寺

下田

池田山

日本平

写真提供：静岡県観光協会
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③
愛
知
県

④
三
重
県

【
観
光
ス
ポ
ッ
ト
】

●
葦い

も
う毛
湿
原

豊
橋
市
の
湿
原
で
、
別
名
「
東
海
の
ミ
ニ

尾
瀬
」
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
約
5
㌶
の

原
野
に
、
高
山
性
植
物
の
ミ
カ
ワ
バ
イ
ケ
イ

ソ
ウ
を
は
じ
め
、
湿
性
植
物
な
ど
約
2
5
0

種
が
自
生
し
、
四
季
折
々
の
花
園
を
作
り
出

し
て
い
ま
す
。

●
蒲が

ま
ご
お
り郡
竹
島

長
さ
3
8
7
m
の
橋
で
陸
地
と
結
ば
れ
、

国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
蒲
郡

の
シ
ン
ボ
ル
「
竹
島
」。
島
の
中
央
部
に
は
日

本
七
弁
財
天
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
八
百
富
神

社
」
が
あ
り
ま
す
。

【
食
べ
物
と
お
土
産
】

●
ひ
つ
ま
ぶ
し

う
な
ぎ
の
蒲
焼
を
刻
ん
で
飯
と
混
ぜ
た

〝
名
古
屋
め
し
〞
の
代
表
格
「
ひ
つ
ま
ぶ
し
」

は
、
そ
の
ま
ま
で
も
、
薬
味
と
一
緒
で
も
、

【
観
光
ス
ポ
ッ
ト
】

●
熊
野
古
道
伊
勢
路

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
か
ら
、
こ
の
7

月
で
10
周
年
を
迎
え
る
熊
野
古
道
。
江
戸
時

代
以
降
、
盛
ん
と
な
っ
た
伊
勢
か
ら
熊
野
へ

と
向
か
う
「
伊
勢
路
」
は
、
伊
勢
参
宮
を
終

え
た
旅
人
や
西
国
33
カ
所
め
ぐ
り
の
巡
礼
た

ち
が
辿
っ
た
、
聖
地
を
結
ぶ
祈
り
の
道
で
す
。

●
赤
目
四
十
八
滝

伊
賀
と
大
和
の
国
境
を
流
れ
る
滝
川
の
上

流
に
連
な
る
、
数
々
の
瀑
布
が
美
し
い
大
自

然
の
ア
ー
ト
を
作
り
出
し
て
い
ま
す
。
室
生

赤
目
青
山
国
定
公
園
の
中
心
に
位
置
し
、
そ

の
長
さ
は
約
4
km
に
も
及
び
ま
す
。

【
食
べ
物
と
お
土
産
】

●
僧
兵
鍋

イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
、
ヤ
マ
ド
リ
な
ど
の
肉

に
季
節
の
山
菜
を
合
わ
せ
た
野
趣
あ
ふ
れ
る

鍋
で
す
。
湯
の
山
温
泉
の
各
旅
館
で
ご
賞
味

お
茶
や
だ
し
汁
に
浸
し
て
も
お
い
し
く
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
名
古
屋
コ
ー
チ
ン

日
本
3
大
地
鶏
の
ひ
と
つ
。
赤
み
を
帯
び

た
肉
と
香
り
の
良
い
脂
肪
と
の
バ
ラ
ン
ス
が

絶
妙
で
、
コ
ク
の
あ
る
味
を
堪
能
で
き
ま
す
。

桜
色
を
し
た
殻
が
特
徴
の
卵
も
美
味
で
す
。

●
八
丁
味
噌

名
古
屋
圏
で
〝
味
噌
汁
〞
と
い
え
ば
、
辛

口
の
豆
味
噌
で
あ
る
八
丁
味
噌
を
用
い
た
赤

だ
し
が
一
般
的
。
合
資
会
社
八
丁
味
噌
と
株

式
会
社
ま
る
や
八
丁
味
噌
の
2
軒
の
老
舗
が

1
6
0
0
年
代
か
ら
製
造
を
開
始
、
味
噌
を

造
る
企
業
と
し
て
最
古
の
歴
史
を
持
つ
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

●
日ひ

ま
か
じ
ま

間
賀
島
の
タ
コ

知
多
半
島
の
先
端
の
師
崎
港
か
ら
高
速
船

で
約
10
分
の
日
間
賀
島
は
海
産
物
の
宝
庫
。

年
間
を
通
し
て
タ
コ
料
理
が
堪
能
で
き
る
こ

と
か
ら
「
タ
コ
の
島
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

い
た
だ
け
ま
す
。

●
火
場
焼
き
（
残
酷
焼
き
）

志
摩
市
の
地
元
で
穫
れ
た
伊
勢
海
老
、
ア

ワ
ビ
、
サ
ザ
エ
な
ど
新
鮮
な
魚
貝
類
を
活
き

た
ま
ま
焼
く
豪
快
な
料
理
で
す
。

●
鈴
鹿
お
こ
げ
め
ん

米
粉
と
小
麦
粉
の
麺
で
具
材
の
野
菜
、
豚

肉
、
卵
も
す
べ
て
鈴
鹿
産
に
こ
だ
わ
っ
た
ご

当
地
グ
ル
メ
。
鉄
板
で
焼
き
、
地
元
企
業
が

天
然
醸
造
で
仕
込
ん
だ
濃
厚
な
タ
レ
と
お
こ

げ
の
香
ば
し
さ
が
食
欲
を
そ
そ
り
ま
す
。

●
大お

お
や
ち

矢
知
手
延
素
麺

鈴
鹿
お
ろ
し
と
朝
明
川
の
清
流
か
ら
生
ま

れ
る
コ
シ
の
強
さ
、
な
め
ら
か
な
舌
ざ
わ
り

は
手
延
べ
な
ら
で
は
の
味
わ
い
で
す
。

●
伊
賀
焼

伊
賀
地
域
（
主
に
島
ヶ
原
地
域
）
で
採
取

さ
れ
る
「
伊
賀
陶
土
」
を
使
用
し
、
伊
賀

市
・
名
張
市
で
伝
統
的
な
技
術
、
技
法
を
活

用
し
て
生
産
さ
れ
る
陶
器
で
す
。

上：葦毛湿原
中：名古屋コーチン
下：ひつまぶし

上：熊野古道伊勢路
中：火場焼き
下：伊賀焼
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　名古屋支社の全社員が、中部会の先生方と
一致団結して「中部大会」を大成功させたい思
いで一杯です。皆様に楽しんでいただけるよう
に、全力でおもてなしさせていただきますので、ぜ
ひとも名古屋にお越しください！
MJS名古屋支社長・水谷 博之

　静岡支社では13年ぶりの「中部大会」が大
盛況となるよう、静岡地区会の先生方と共に一
丸となって活動しております。また、記念旅行で
は、今回静岡県の魅力を堪能していただけるよ
うな内容となっております。11月6日からの「中
部大会」にぜひご参加ください。
MJS静岡支社長・小澤 章利

日
々
刻
々
と
移
り
変
わ
る
世

界
を
見
つ
め
、
常
に
最
新
の
情

報
や
知
識
、
技
術
を
皆
さ
ま
に

提
供
し
開
催
し
て
き
た
全
国
統

一
研
修
会
。
39
回
目
の
今
回
は
、

中
部
地
方
の
中
心
都
市
、
名
古

屋
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
事
務
所

の
今
後
の
成
長
戦
略
を
描
く
た

め
に
有
用
な
情
報
、
そ
し
て
顧

問
先
企
業
の
経
営
を
力
強
く
支

援
す
る
た
め
に
役
立
つ
情
報
等

が
得
ら
れ
る
研
修
が
目
白
押
し

で
す
。
そ
し
て
、
研
修
は
も
ち

ろ
ん
、
地
元
の
名
産
を
取
り
揃

え
た
物
産
展
、
趣
向
を
凝
ら
し

た
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
、
充

実
し
た
内
容
を
予
定
し
て
お
り
、

開
催
担
当
の
中
部
会
の
先
生
方

と
M
J
S
が
、
皆
さ
ま
を
心
よ

り
お
も
て
な
し
致
し
ま
す
。
多

く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
！

　ミリオンセラー小説にして映
画も大ヒットした『永遠の0』の
作者である、放送作家・小説家
の百
ひゃくた

田 尚
なお き

樹氏による「日本人
の誇り」をテーマにした講演で
す。

　カレーハウス「CoCo壱番
屋」の創業者である宗

むねつぐ

次 德
とくじ

二
氏に、「宗次流　独断と偏見
の経営哲学」と題してご講演
いただきます。

　株式会社千代田キャピタル
マネージメント代表取締役の
髙
たかはし

𣘺 隆
たかあき

明氏をお招きし、「顧
問先の事業再生について、会
計事務所がどう取り組むか」の
演題でお話いただきます。

　東海学園大学人文学部教
授、南山大学名誉教授である
安
や す だ

田 文
ぶんきち

吉氏をお招きし、「徳
川家康・宗春と名古屋の底
力」をテーマにお話しいただき
ます。

左：税理士会認定研修会の模様　中：ゴルフコンペの模様　
右：MJS中部北陸圏統括部長の石川哲士

会場となる名古屋東急ホテル

基調講演第2分科会

第１分科会第3分科会

全国統一研修会・中部大会 in名古屋の魅力を紹介
開催日：平成 26年 11月 6日（木）

 中部会はこんな組織！！
　中部ミロク会計人会（中部会）は、愛知県西部、愛知県東部、岐
阜県、三重県、静岡県の5地区で構成されています。
【愛知西部地区168事務所171名／愛知東部地区51事務所
52名／岐阜地区58事務所59名／三重地区34事務所34名／
静岡地区94事務所94名／合計405事務所410名】
　所属税理士会は、名古屋税理士会と東海税理士会の2つの税
理士会にまたがっています。MJS名古屋支社・静岡支社に事務局
があり年間40回前後の税理士会認定研修会を実施しています。中
部会では年2回春・秋にゴルフコンペを実施し、静岡地区会でも独自
に年1回ゴルフコンペを実施しています。
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コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と

信
頼
関
係
が
サ
ー
ビ
ス
の
基
本

―
山
本
先
生
は
も
と
も
と
上
場

企
業
に
勤
務
し
て
い
た
そ
う
で
す
が
、

ど
の
よ
う
な
経
緯
で
税
理
士
に
な
ろ

う
と
思
わ
れ
た
の
で
す
か
。

山
本
裕
基
先
生
（
以
下
、
敬
称
略
）

　

大
学
卒
業
後
、
大
手
総
合
電
機
メ

ー
カ
ー
の
系
列
会
社
に
勤
務
し
て
い

ま
し
た
が
、
入
社
し
て
1
年
が
過
ぎ

た
頃
に
は
、
そ
の
会
社
で
の
自
分
の

将
来
像
を
描
け
な
く
な
り
、
違
う
道

に
進
ん
だ
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か

と
感
じ
た
の
で
す
。
そ
こ
で
、
人
と

真
剣
に
向
き
合
え
る
仕
事
に
就
き
た

い
と
思
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
経

営
者
の
方
々
と
語
り
合
え
る
税
理
士

と
い
う
職
業
を
志
す
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
数
年
後
に
会
社
を
辞
め

て
税
理
士
事
務
所
で
働
き
な
が
ら
勉

強
に
励
み
、
34
歳
の
時
に
税
理
士
資

格
を
取
得
し
ま
し
た
。

―
新
規
の
顧
問
先
拡
大
は
ど
う
さ

れ
ま
し
た
か
。

山
本　

開
業
時
は
顧
問
先
の
数
が
ゼ

ロ
だ
っ
た
の
で
、
ま
ず
は
銀
行
か
ら

紹
介
し
て
も
ら
お
う
と
考
え
ま
し
た
。

定
期
積
金
を
あ
え
て
現
金
集
金
に
す

る
こ
と
で
各
銀
行
の
担
当
者
の
方
と

顔
を
合
わ
せ
る
機
会
を
積
極
的
に
設

け
、
人
間
関
係
を
構
築
し
て
い
き
ま

し
た
。
そ
う
い
っ
た
地
道
な
努
力
は

着
実
に
実
を
結
び
、
銀
行
か
ら
の
紹

　山本裕基税理士事務所では「顧問先に貢献できる存在になること」を経営方針に掲げ、自分たちの労を惜しまず、
細やかなサービスを日々提供しています。そして、顧問先の自計化を支援するとともに独自の決算書を提出し、さらにそれに基づいて
具体的かつ実践的なアドバイスを行っているそうです。そうした取り組みについて、所長の山本裕基先生に伺いました。

独自の決算書をベースに
経営改善を促す

愛知県豊川市

所在地／〒441-0211 愛知県豊川市御油町古御堂118番地
tel.0533-88-2958 　 fax.0533 -88-6685
設立／1982年
職員／6名
導入システム／ACELINK NX-Pro

事 務 所事 務 所 訪 問

山本裕基税理士事務所

8月刊税理士事務所CHANNEL



介
は
順
調
に
増
え
、
少
し
ず
つ
顧
問

先
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

―
ど
の
よ
う
な
経
営
方
針
を
掲
げ

て
い
ま
す
か
。

山
本　

私
た
ち
が
仕
事
を
す
る
上
で

大
切
に
し
て
い
る
の
は
、
自
分
た
ち

が
「
顧
問
先
に
貢
献
で
き
る
存
在
に

な
る
こ
と
」
で
あ
り
、
顧
問
先
の
皆

さ
ん
に
「
山
本
会
計
と
お
付
き
合
い

し
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
た
だ
け

る
こ
と
」
に
尽
き
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
顧
問
先
の
た
め
に
労
を
惜
し

ま
ず
、
ど
ん
な
こ
と
に
も
挑
戦
す
る

気
概
を
持
つ
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

I
T
を
活
用
し
て
自
計
化
と

顧
問
先
満
足
度
の
向
上
に
努
め
る

―
そ
の
理
念
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
に
力
を
注
い
で
い

ま
す
か
。

山
本　

開
業
時
か
ら
経
営
全
般
に
関

す
る
相
談
を
受
け
た
り
、
そ
の
対
策

を
講
じ
る
時
間
を
増
や
し
て
い
き
た

い
と
い
う
思
い
が
あ
り
、
顧
問
先
と

私
た
ち
が
記
帳
に
費
や
す
時
間
や
コ

ス
ト
の
削
減
に
注
力
し
続
け
て
き
ま

し
た
。
実
際
、
開
業
時
か
ら
伝
票
の

起
票
を
減
ら
す
た
め
に
、
顧
問
先
に

は
会
計
日
記
帳
に
原
始
証
憑
を
保
存

し
、
記
帳
す
る
よ
う
に
指
導
す
る
な

ど
し
て
き
ま
し
た
。

―
記
帳
作
業
な
ど
の
効
率
化
を
図

る
上
で
は
必
須
に
な
る
I
T
化
に
つ

い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

山
本　

開
業
時
か
ら
オ
フ
コ
ン
は
最

大
限
に
活
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
本

格
的
に
I
T
を
活
用
し
始
め
た
の
は

2
0
0
0
年
頃
か
ら
で
す
。
パ
ソ
コ

ン
が
急
激
に
低
価
格
化
、
高
性
能
化

し
、
顧
問
先
が
パ
ソ
コ
ン
で
さ
ま
ざ

ま
な
管
理
業
務
を
行
う
よ
う
に
な
っ

た
の
で
、
私
た
ち
も
そ
れ
に
対
応
す

る
形
で
I
T
を
導
入
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　

M
J
S
に
出
会
っ
た
の
は
ち
ょ
う

ど
そ
の
頃
で
す
。M
J
S
の
自
計
化

や
経
営
支
援
の
考
え
方
に
感
銘
を
受

け
、
他
社
製
品
か
ら
M
J
S
の
シ

ス
テ
ム
に
変
更
し
て
I
T
化
を
進

め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。M
J
S
に

は
メ
ー
ル
会
計
は
も
ち
ろ
ん
、
所
内

L
A
N
の
導
入
の
際
に
も
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
顧
問
先
に
対

し
て
は
M
J
S
の
『
記
帳
く
ん
』
を

使
っ
た
自
計
化
も
推
進
し
て
い
ま
す
。

自
計
化
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
こ
こ

数
年
は
顧
問
先
の
経
営
支
援
に
よ
り

力
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

―
顧
問
先
に
は
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
経
営
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
か
。

山
本　

顧
問
先
か
ら
の
相
談
は
多
岐

に
わ
た
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
柔
軟

に
対
応
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

た
だ
、
あ
く
ま
で
も
私
た
ち
の
基
本

サ
ー
ビ
ス
は
会
計
デ
ー
タ
を
提
供
し
、

そ
れ
を
理
解
、
活
用
し
て
い
た
だ
く

こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
私
た
ち
は
顧
問
先
が
よ
り
数
字

に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
、
顧
問
先
満

足
度
の
高
い
独
自
の
決
算
書
作
り
に

努
め
て
い
ま
す
。
数
字
が
羅
列
さ
れ

た
味
気
な
い
も
の
と
い
う
印
象
に
な

ら
な
い
よ
う
、
私
た
ち
は
ド
キ
ュ
ワ

ー
ク
ス
※
を
使
っ
て
デ
ザ
イ
ン
性
を
高

め
た
り
、
チ
ャ
ー
ト
や
図
表
を
加
え

た
り
し
て
、
見
栄
え
が
良
く
分
か
り

や
す
い
試
算
表
や
決
算
書
を
作
成
し

て
い
る
の
で
す
。
そ
の
結
果
、
数
字

が
苦
手
な
経
営
者
も
決
算
書
に
関
心

を
示
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、
経

営
に
関
し
て
前
向
き
な
議
論
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
取
り
組
み
は
事
務
所

職
員
の
意
識
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。
顧
問
先
満
足
度
の
高
い
決

算
書
を
作
成
す
る
に
は
、
何
よ
り
も

職
員
一
人
ひ
と
り
が
、
担
当
す
る
顧

問
先
と
し
っ
か
り
向
き
合
い
、
そ
の

現
状
を
把
握
し
、
何
を
伝
え
る
べ
き

か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

慌
た
だ
し
い
日
常
業
務
の
中
で
も
、

こ
う
し
て
決
算
書
を
丁
寧
に
作
り
込

む
機
会
が
あ
る
お
か
げ
で
、
職
員
は

そ
の
都
度
、
自
然
と
顧
問
先
と
向
き

合
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

数
字
か
ら
顧
問
先
の
弱
み
を
掴
み

経
営
改
善
に
導
い
て
い
く

―
会
計
デ
ー
タ
を
用
い
て
ど
の
よ

う
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
ま
す
か
。

山
本　

例
え
ば
、
粗
利
益
が
思
い
が

け
ず
減
少
し
た
顧
問
先
が
あ
る
と
し

ま
す
。
社
長
は
今
一
つ
明
確
に
原
因

を
把
握
し
か
ね
て
い
ま
す
。
一
つ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
売
上
、
仕
入

れ
を
内
容
別
に
グ
ル
ー
プ
分
け
し
、

ど
の
よ
う
な
生
産
体
制
に
す
れ
ば
粗

利
益
が
改
善
で
き
る
の
か
検
討
し
ま

す
。
社
長
は
粗
利
の
低
い
グ
ル
ー
プ

を
徹
底
的
に
外
注
化
し
、
自
社
の
従

業
員
が
生
産
に
携
わ
ら
な
く
す
る
こ

と
に
よ
り
、
原
価
率
の
改
善
に
成
功

し
ま
し
た
。
別
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し

て
、
社
長
が
生
産
現
場
に
今
一
度
足

を
踏
み
入
れ
る
よ
う
に
進
言
し
ま
す
。

生
産
体
制
が
大
き
く
な
る
と
、
社
長広々として、整理整頓も行き届いたオフィス

※アプリケーション、フォーマットの違いを超え、電子文書と紙文書を
　ひとつに統合・管理することができるソフトウェア

事 務 所 訪 問事 務 所 訪 問
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ま
た
、
職
員
に
常
々
伝
え
て
い
る

の
が
、「
客
商
売
」
と
い
う
意
識
を

持
つ
こ
と
で
す
。
会
計
事
務
所
の
仕

事
は
と
も
す
る
と
、
決
算
書
作
成
な

ど
の
〝
業
務
〞
に
没
頭
し
が
ち
で
す
。

し
か
し
、
我
々
の
仕
事
は
顧
問
先
と

い
う
お
客
様
が
あ
っ
て
こ
そ
の
も
の
。

当
事
務
所
と
お
付
き
合
い
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
ご
縁
に
感

謝
し
、
電
話
や
お
会
い
す
る
と
き
に

心
を
込
め
た
対
応
を
し
て
ほ
し
い
と

職
員
に
は
い
つ
も
話
し
て
い
ま
す
。

―
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

山
本　

今
後
は
ス
タ
ッ
フ
た
ち
の
能

力
向
上
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
さ
ら

に
専
門
的
知
識
を
有
し
た
若
い
職
員

を
招
い
て
、
経
営
体
制
を
強
化
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
特
に

最
近
は
高
齢
化
の
進
行
に
よ
っ
て
、

相
続
や
財
産
管
理
な
ど
の
相
談
が
増

え
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
の
知
識
に

長
け
た
方
に
来
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
ね
。
ま
た
、
外
部
と
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
構
築
に
も
力
を
入
れ
、
司
法

書
士
、
社
会
保
険
労
務
士
、
不
動
産

業
者
、
保
険
業
者
、
金
融
機
関
な
ど

と
協
力
し
、
よ
り
顧
問
先
の
利
益
に

つ
な
が
る
よ
う
な
知
識
や
情
報
を
収

集
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

―
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

「顧問先に貢献できる存在になること」を最も大切にされている
山本裕基先生

入口に設置された職員お手製の呼び鈴。「来
訪された方を少しでもお待たせしないよう
に」という心遣いの表れです

山
本　

事
務
所
内
で
は
知
識
・
情
報

を
共
有
す
る
た
め
に
、
長
年
に
わ
た

っ
て
月
曜
日
の
始
業
前
に
会
計
税
務

や
I
T
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
勉
強

会
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
税
制
改

正
な
ど
重
要
な
テ
ー
マ
の
場
合
は
、

私
が
主
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ミ

ロ
ク
会
計
人
会
が
主
催
す
る
セ
ミ
ナ

ー
も
実
務
に
非
常
に
役
に
立
つ
の
で
、

職
員
に
は
積
極
的
に
参
加
し
て
も
ら

う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
講
師
の
皆

さ
ん
が
丁
寧
で
す
し
、
資
料
も
充
実

し
て
い
る
の
で
、
今
後
も
活
用
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

に
的
確
に
情
報
が
上
が
っ
て
き
に
く

く
な
り
が
ち
で
す
。
生
産
に
失
敗
し

た
材
料
を
安
易
に
捨
て
る
こ
と
を
繰

り
返
し
て
い
た
り
、
時
に
は
、
社
長

に
報
告
せ
ず
試
作
品
を
無
償
で
作
っ

て
い
る
こ
と
す
ら
あ
っ
た
り
し
ま
す
。

具
体
的
に
実
践
す
る
の
は
経
営
者
で

す
が
、
数
字
を
も
と
に
し
て
、
議
論

を
深
め
ら
れ
る
と
嬉
し
い
で
す
ね
。

―
そ
う
い
っ
た
業
務
を
推
進
し
て

い
く
に
は
、
職
員
の
皆
さ
ん
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
が
不
可
欠
だ
と
思
い
ま
す

が
、
職
員
教
育
に
つ
い
て
は
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
か
。

事 務 所 訪 問事 務 所 訪 問

　山本先生はサラリーマン人生を送る中で、「1年過ぎれば

それなりに雫の残る人生」、「失敗を組織や他人のせいにし

ない人生」にしたいとの思いを抱くようになり、その中で初めて

「税理士」という職業を意識し、税理士であればそれが達成

できるのではないかと思われたそうです。

　会社を辞めた山本先生は、税理士事務所に勤めながら

勉強を重ね、34歳の時に税理士資格を取得。最初はご実

家の応接間にオフコンを置いてスタートされたそうです。そし

て、その1年後、親しくしていた銀行員から物件の紹介を受け、

街中にできた新築ビルの一室に事務所を移転し、看板を掲

げました。「たいした看板ではなかったのですが、その時に一

番喜んでくれたのは母でした。ずっと心配をかけてきたので、

母に安心してもらえたのが息子としてはこの上ない喜びでした」

と、山本先生は目を細めます。ちなみに、現在の事務所に

は1992年に移転されたそうです。

税 理 士 ま で の 歩 み

10月刊税理士事務所CHANNEL



は
60
歳
を
超
え
、
70
歳
を
超
え
て
か

ら
の
事
業
承
継
が
30
％
を
超
え
て
い

ま
す
（
い
ず
れ
も
中
小
企
業
白
書
に

基
づ
く
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
の
分
析
）。

②
行
政
の
問
題
認
識
と
事
業
承
継
の

促
進
策

中
小
企
業
の
事
業
承
継
が
ス
ム
ー

ズ
に
進
ん
で
い
な
い
と
い
う
問
題
認

識
は
、
政
治
も
行
政
も
共
有
し
て
い

る
よ
う
で
、
経
済
産
業
省
・
中
小
企

業
庁
を
中
心
に
、
独
立
行
政
法
人
中

小
企
業
基
盤
整
備
機
構
（
中
小
機
構
）

や
財
務
省
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を

通
じ
て
施
策
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

・
事
業
引
継
ぎ
セ
ン
タ
ー（
経
産
省

と
商
工
会
議
所
な
ど
に
よ
っ
て
平

成
26
年
4
月
末
日
、
東
京
、
大
阪
、

名
古
屋
を
は
じ
め
13
カ
所
に
設

置
）
で
は
、
事
業
承
継
や
M
＆
A

の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

http://w
w
w
.jigyo-hikitsugi.

jp/

・
中
小
機
構
で
は
、
経
営
力
強
化
の

事
業
承
継
支
援
と
し
て
「
中
小
企

業
経
営
者
の
た
め
の
事
業
承
継
対

策
（
平
成
25
年
度
版
）」
の
提
供

や
「
事
業
承
継
支
援
事
例
集
」
な

ど
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

http://w
w
w
.sm
rj.go.jp/

・
財
務
省
は
、
事
業
承
継
支
援
策

と
し
て
「
事
業
承
継
の
円
滑
化

に
資
す
る
措
置
」
を
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
で
通
知
し
て
い
ま
す
。

http://w
w
w
.m
of.go.jp/

tax
_p
olicy

/su
m
m
ary
/

property/256.htm

一
方
民
間
で
も
、
出
版
メ
デ
ィ
ア

部
承
継
、
③
M
＆
A

―
の
3
つ
に

分
類
し
た
場
合
、
こ
れ
ま
で
圧
倒
的

に
多
か
っ
た
「
親
族
内
承
継
」
が
急

激
に
減
少
し
「
従
業
員
等
外
部
承

継
」
と
「
M
＆
A
」
が
増
加
傾
向
に

あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
親
族
内
後
継

者
の
減
少
傾
向
に
は
私
も
同
感
で
す
。

経
営
者
向
け
の
事
業
承
継
対
策
に
係

る
セ
ミ
ナ
ー
の
講
師
を
務
め
る
際
に

「
継
げ
な
い
息
子
、
継
が
な
い
息
子
」

と
い
う
話
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

継
げ
な
い
息
子
と
は
、「
当
事
者

の
経
営
力
が
大
き
く
不
足
す
る
場
合
」

と
「
承
継
に
対
し
明
確
な
意
思
の
な

い
者
へ
期
待
す
る
場
合
」
を
言
い
ま

す
。
継
が
な
い
息
子
と
は
、「
後
継

者
の
能
力
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
当

事
者
の
判
断
で
他
の
仕
事
を
選
ぶ
場

合
」
で
す
。
後
者
の
典
型
は
、
有
名

大
学
を
卒
業
し
、
修
行
と
称
し
て
優

良
企
業
に
入
社
し
、
そ
こ
で
能
力
を

I　

高
ま
る
企
業
の
事
業
承
継

ニ
ー
ズ

①
経
営
者
の
高
齢
化
と
事
業
承
継
の

遅
滞

中
小
企
業
の
事
業
承
継
の
タ
イ
ミ

ン
グ
に
遅
れ
が
生
じ
て
い
る
よ
う
で

す
。
中
小
企
業
経
営
者
の
平
均
年
齢

や
金
融
機
関
、
会
計
事
務
所
、
法
律

事
務
所
な
ど
が
主
催
す
る
相
続
・
事

業
承
継
対
策
セ
ミ
ナ
ー
が
連
日
の
よ

う
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

官
民
あ
げ
て
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら

ず
、「
事
業
承
継
が
進
展
し
、
社
長

交
代
の
年
齢
が
ど
ん
ど
ん
低
く
な
っ

て
い
る
」
と
い
う
話
は
聞
こ
え
て
き

ま
せ
ん
。
統
計
的
に
も
体
感
的
に
も

事
業
承
継
は
依
然
と
し
て
遅
滞
し
経

営
者
の
高
齢
化
は
進
み
、
問
題
は
一

層
深
刻
化
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま

す
。

③
中
小
企
業
の
事
業
承
継
の
類
型

事
業
承
継
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
事
業

承
継
協
議
会
：
中
小
企
業
基
盤
整
備

機
構
に
事
務
局
）
や
中
小
企
業
事
業

承
継
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
（
中
小
企
業
庁
）

に
よ
る
と
、
中
小
企
業
の
事
業
承
継

を
①
親
族
内
承
継
、
②
従
業
員
等
外

シ
リ
ー
ズ
企
画

中
小
企
業
の
経
営
者
の
高
齢
化
に
伴
い
、事
業
承
継
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。本
企
画
で
は
、

経
営
手
法
の
受
け
渡
し
や
承
継
の
基
盤
作
り（
後
継
者
育
成
）な
ど
に
つ
い
て
、実
務
上
の
ポ
イ
ン
ト
、

留
意
点
等
を
、2
回
に
わ
た
っ
て
解
説
し
ま
す
。

企
業
の
事
業
承
継
に
お
け
る
実
務
支
援
①

51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64

82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11

全社長平均 1,000万円未満 5,000万円未満 1億円未満

5億円未満 10億円未満 10億円以上

（歳）

（年）

64.01
64.00

60.11

57.11

59.07

60.01
59.09

杉
す ぎ た

田 利
と し お

雄 氏 

MJS税経システム研究所客員研究員。
株式会社エム・エム・プラン・株式会
社経営財務支援協会代表取締役。会
計システムを扱う企業でシステム・コ
ンサルティング・グループ・マネジャー、
情報センター長に従事した後、1989
年にマネジメントとマーケティングの
コンサルティングを手掛ける株式会社
エム・エム・プランを創業。2006年
には各地の弁護士、税理士と協力し、
株式会社経営財務支援協会（BFCA）
を創業し、代表取締役に就任。JSK
事業再生研究会を補佐する。

図1 資本金規模別の会社代表者平均年齢の推移

資料：（株）帝国データバンク「社長交代率調査」 
出所：中小企業白書2012年　（注） 年齢の小数点以下は月数
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会
社
」
と
い
う
呼
び

名
が
あ
り
ま
す
。
オ

ー
ナ
ー
企
業
と
似
た

言
葉
で
す
が
、
こ
の

「
同
族
会
社
」
に
は

「
事
業
は
親
族
が
継
ぐ

も
の
」
と
い
う
期
待

が
つ
き
ま
と
い
ま
す
。

し
か
し
、
今
日
の

日
本
は
、
高
度
成
長

期
の
終
焉
と
と
も
に

安
定
し
成
熟
し
た
社

会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
リ
ス
ク

を
厭
わ
ず
冒
険
す
る

社
会
人
や
青
年
が
以

前
よ
り
減
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
傾
向

は
、
本
来
有
能
な
、
経
営
者
と
な
り

得
る
高
い
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
を
持

っ
た
人
に
多
い
よ
う
で
す
。
甥
や
姪

に
ま
で
親
族
承
継
対
象
を
拡
大
し
た

な
ら
誰
か
い
る
は
ず
で
す
が
、
親
族

内
承
継
は
減
少
の
一
途
で
す
。
中
小

企
業
の
事
業
承
継
を
推
進
す
る
た
め

に
も
、
能
力
あ
る
者
が
挑
戦
す
る
風

土
づ
く
り
が
社
会
的
な
課
題
だ
と
思

い
ま
す
。

Ⅱ　

3
つ
の
経
営
機
能
（
経
営
権
、

経
営
財
、
経
営
力
）
の
承
継

今
年
3
月
10
日
に
M
J
S
税
経
シ

ス
テ
ム
研
究
所
が
「
中
小
企
業
の
事

業
承
継
対
策
。
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス

に
変
え
る
承
継
対
策
の
構
築
」
を
刊

行
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
私
が
同
研

究
所
の
客
員
研
究
員
と
し
て
毎
月
発

表
し
て
い
る
「
経
営
研
究
レ
ポ
ー
ト
」

の
中
か
ら
中
小
企
業
の
事
業
承
継
対

策
に
係
る
部
分
を
抽
出
し
編
集
し
た

も
の
で
す
。
私
が
毎
月
の
レ
ポ
ー
ト

で
強
調
し
伝
え
た
か
っ
た
こ
と
は
、

中
小
企
業
の
事
業
承
継
対
策
は
「
経

営
力
の
承
継
」
が
重
要
で
あ
り
、
こ

の
点
に
注
力
す
べ
き
と
い
う
こ
と
で

す
。中

小
企
業
の
事
業
承
継
で
後
継
者

に
承
継
さ
れ
る
べ
き
経
営
機
能
に
は
、

「
経
営
権
」、「
経
営
財
」、「
経
営
力
」

の
3
点
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
3
機
能

は
、
経
営
学
で
取
り
上
げ
る
「
経
営

の
三
要
素
」
の
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ

と
相
関
さ
せ
、
ヒ
ト
は
「
経
営
力
」、

モ
ノ
は
「
経
営
財
」、
カ
ネ
は
「
経

営
権
」
と
す
る
こ
と
が
で
き
、
い
ず

れ
の
機
能
も
事
業
承
継
を
成
功
さ
せ

る
た
め
に
不
可
欠
な
も
の
で
す
。

こ
の
3
機
能
の
中
で
「
経
営
権
」

と
「
経
営
財
」
の
承
継
に
つ
い
て
は
、

金
融
機
関
や
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会

社
な
ど
が
〝
相
続
・
事
業
承
継
対

策
〞
と
い
っ
た
名
称
の
セ
ミ
ナ
ー
を

頻
繁
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

受
講
す
れ
ば
分
か
る
通
り
、
経
営
権

と
経
営
財
は
、
会
社
法
や
税
法
な
ど

技
術
的
な
手
法
を
磨
く
こ
と
に
よ
っ

て
比
較
的
容
易
に
後
継
者
に
承
継
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
あ
る
い
は
経

営
者
や
後
継
者
が
自
ら
深
く
勉
強
し

な
く
て
も
法
務
や
税
務
、
金
融
と
い

っ
た
各
専
門
家
の
支
援
を
受
け
る
こ

と
に
よ
っ
て
も
精
度
の
高
い
承
継
対

策
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
「
経
営
力
」
は
、
ヒ

ト
の
持
つ
能
力
の
発
揮
に
よ
っ
て
の

み
実
現
で
き
る
機
能
で
す
。
先
代
や

専
門
家
か
ら
与
え
ら
れ
る
も
の
で
は

な
く
、
後
継
者
自
ら
獲
得
す
る
も
の

で
す
。
ま
た
、
人
の
行
為
を
も
っ
て

発
揮
さ
れ
る
能
力
の
た
め
、
専
門
家

の
代
行
は
利
き
ま
せ
ん
。
経
営
力
の

承
継
で
専
門
家
に
依
頼
で
き
る
こ
と

が
あ
る
と
す
れ
ば
、
経
営
力
向
上
の

教
育
や
訓
練
、
気
づ
き
や
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
の
機
会
付
与
な
ど
限

定
的
な
も
の
と
な
り
ま
す
。

多
く
の
事
業
承
継
セ
ミ
ナ
ー
や
書

籍
で
課
題
と
し
て
い
る
の
は
、
お
お

む
ね
「
経
営
権
」
と
「
経
営
財
」
の

こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
自
社
株
の
評

価
が
高
く
、
こ
れ
を
い
か
に
合
理

的
・
経
済
的
に
後
継
者
に
譲
渡
す
る

か
。
あ
る
い
は
、
後
継
者
が
社
長
に

ふ
さ
わ
し
い
財
力
（
資
産
）
を
持
つ

た
め
に
成
す
べ
き
こ
と
は
何
か
、
と

い
っ
た
こ
と
で
す
。
後
継
者
の
議
決

権
や
後
継
者
の
担
保
力
も
事
業
承
継

の
大
き
な
課
題
で
は
あ
り
ま
す
が
、

知
恵
や
経
験
で
何
と
か
で
き
る
テ
ク

ニ
カ
ル
な
問
題
と
言
え
ま
す
。
こ
れ

に
対
し
て
「
経
営
力
」
は
、
事
業
承

継
に
お
い
て
後
継
者
が
自
ら
獲
得
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
っ
と
も
重
要

な
経
営
機
能
で
、
事
業
承
継
対
策
の

本
質
的
な
課
題
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

Ⅲ　

事
業
承
継
対
策
の
基
本
的
な

流
れ

事
業
承
継
対
策
の
流
れ
は
、
事
業

承
継
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
事
業
承
継
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
を
読
ん
で
も
、
意
思
決

定
と
作
業
行
為
が
混
在
し
た
フ
ロ
ー

の
た
め
、
掴
み
難
い
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。
そ
こ
で
、
事
業
承
継
対
策
の

流
れ
に
つ
い
て
意
思
決
定
行
為
を
中

心
に
作
成
し
て
み
ま
し
た
。

⑴
事
業
継
続
の
決
定

―
対
極
に
廃

業
が
あ
り
ま
す

⑵
委
任
的
事
業
承
継
の
選
択

―
親

族
内
承
継
や
従
業
員
等
へ
の
事
業

発
揮
し
会
社
か
ら
は
期
待
さ
れ
、
良

家
の
子
女
か
ら
求
婚
さ
れ
る
と
い
う

パ
タ
ー
ン
で
す
。
本
人
は
、
こ
の
会

社
を
続
け
る
の
か
、
父
の
期
待
に
応

え
る
の
か
悩
み
ま
す
。
妻
も
夫
の
実

家
（
多
く
は
地
方
都
市
）
へ
行
く
こ

と
を
嫌
い
ま
す
。
結
果
、
彼
は
優
良

企
業
に
残
り
「
継
が
な
い
息
子
」
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
他
に
、

社
長
と
し
て
の
連
帯
保
証
も
継
ぎ
た

く
な
い
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す 

。

ま
た
、
中
小
企
業
の
経
営
者
が
、

事
業
承
継
問
題
を
軽
く
考
え
先
延
ば

し
に
す
る
要
素
の
ひ
と
つ
に
「
同
族

図２　3つの経営機能
承継すべき経営機能 経営の三要素対比 具体例や概要

経営権 カネ・金

法的権力の議決権。会社
の総資産・純資産。資金
調達力。事業承継と相続
に係る税金。後継者の個
人財産など

経営財 モノ・物

会社の信用。商品のブラン
ド力。市場競争力。人に
依存しない技術で特許など
の無体財産や高度な工作
機械など。社是・社訓など。

経営力 ヒト・人

経営ノウハウ。事業構想
力。リーダーシップ。経営
組織。高度な技術や特殊
な技能を持った人材とその
伝承。人脈ネットなど。
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承
継
（
託
せ
る
と
思
う
人
材
に
事

業
を
委
任
し
ま
す
）
で
す
。
対
極

に
M
＆
A
が
あ
り
ま
す

⑶
承
継
後
の
事
業
ス
キ
ー
ム
想
定

―
承
継
を
機
に
組
織
再
編
や
経

営
革
新
を
行
う
の
か
否
か
。
こ
の

時
点
で
は
前
任
者
が
選
択
し
ま
す

⑷
後
継
候
補
の
選
択
・
承
諾

―

選
択
し
対
象
者
の
同
意
を
得
ま
す
。

複
数
候
補
で
あ
っ
た
り
順
位
が
あ

っ
た
り
し
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
大

き
な
リ
ス
ク
と
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り

ま
す
。
前
任
者
が
決
断
し
ま
す

⑸
承
継
後
事
業
案
の
告
知
と
承
諾

―
委
託
し
た
い
事
業
ス
キ
ー
ム

を
後
継
候
補
に
伝
え
、
同
意
を
得

ま
す

⑹
事
業
承
継
計
画
に
着
手

―
こ

こ
か
ら
作
業
行
為
が
始
ま
り
ま
す
。

税
や
議
決
権
な
ど
専
門
家
の
指
導

を
受
け
ま
す

後
継
候
補
の
選
択
は
、
当
該
会
社

に
と
っ
て
大
き
な
リ
ス
ク
で
あ
り
チ

ャ
ン
ス
で
も
あ
り
ま
す
。
一
般
的
に

事
業
モ
デ
ル
は
、
経
年
劣
化
し
ま
す
。

辣
腕
を
ふ
る
っ
た
創
業
者
や
中
興
の

祖
も
や
が
て
老
い
、
決
断
が
鈍
く
な

り
ま
す
。
若
く
才
能
に
恵
ま
れ
た
後

継
者
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
を
カ
バ
ー
し

事
業
を
再
成
長
さ
せ
ら
れ
る
で
し
ょ

う
。
問
題
は
、
彼
に
充
分
な
経
営
力

が
あ
る
の
か
否
か
。
不
足
す
る
な
ら
、

ど
の
よ
う
に
育
成
や
付
加
を
行
う
の

か
と
い
う
課
題
が
見
え
て
き
ま
す
。

①
後
継
者
の
育
成

時
代
と
と
も
に
変
化
し
て
い
る
と

い
い
な
が
ら
も
、
い
ま
だ
直
系
親
族

に
事
業
承
継
す
る
こ
と
の
多
い
中
小

企
業
で
は
、「
門
前
の
小
僧
習
わ
ぬ
経

を
読
む
」
と
ば
か
り
に
後
継
者
教
育

を
行
わ
な
い
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

現
実
に
「
蛙
の
子
は
蛙
」
の
諺
の
ご

と
く
、
多
く
の
場
合
に
優
秀
な
先
代

経
営
者
の
能
力
を
実
子
は
受
け
継
い

で
い
ま
す
が
、
あ
ま
り
に
も
こ
の
慣

習
的
な
事
業
承
継
方
法
に
依
存
し
て

い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。
後
継
予
定

者
の
能
力
を
過
信
し
承
継
対
策
を
怠

り
、
後
継
者
育
成
の
欠
如
か
ら
の
失

敗
例
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
優
秀

と
思
わ
れ
る
後
継
候
補
で
あ
っ
て
も
、

一
定
の
能
力
判
断
と
育
成
計
画
を
施

す
べ
き
と
提
唱
し
ま
す
。

後
継
者
の
能
力
開
発
に
は
、
経
営

学
の
習
得
が
ま
ず
浮
か
び
ま
す
。
私

学
の
M
B
A
コ
ー
ス
や
、
大
学
院
経

営
研
究
科
（
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
バ

ス
・
社
会
人
大
学
大
学
院
）、
独
立

行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

が
運
営
す
る
中
小
企
業
大
学
校
、
国

の
補
助
を
受
け
て
商
工
会
議
所
等
が

主
催
す
る
経
営
革
新
塾
な
ど
を
挙
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

直
近
の
話
題
と
し
て
は
、
今
年
施

行
さ
れ
た
「
産
業
競
争
力
強
化
法
」

に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
創
業
ス
ク
ー

ル
が
あ
り
ま
す
。
創
業
と
事
業
承
継

は
異
な
る
も
の
で
す
が
、
後
継
者
が

経
営
力
を
身
に
付
け
る
と
い
う
点
で

は
同
じ
で
す
。

ま
た
、
座
学
（
講
義
を
聴
き
学

ぶ
）
だ
け
が
学
習
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

親
か
ら
子
に
孫
に
、
社
是
・
社
訓
の

由
来
を
説
き
日
々
実
践
さ
せ
る
こ
と

も
必
要
で
す
。
い
き
な
り
役
員
に
せ

ず
、
全
セ
ク
シ
ョ
ン
を
経
験
さ
せ
業

務
の
理
解
を
深
め
さ
せ
る
こ
と
や
、

社
内
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
責
任
者
と
し
て

経
営
感
覚
を
磨
か
せ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
経
営
計
画
や
事
業
計
画
の
策

定
を
何
年
か
経
験
さ
せ
、
管
理
能
力

や
戦
略
構
築
力
を
磨
く
方
法
も
あ
り

ま
す 

。
こ
の
他
に
経
営
者
の
交
流
会

な
ど
に
参
加
し
、
他
の
経
営
者
の
自

慢
話
や
失
敗
談
、
愚
痴
な
ど
か
ら
自

ら
考
え
経
営
力
を
獲
得
す
る
方
法
も

あ
り
ま
す
（
次
ペ
ー
ジ
図
4
参
照
）。

②
事
業
承
継
計
画
の
策
定

事
業
承
継
計
画
に
は
多
く
の
こ
と

を
盛
り
込
み
ま
す
。
年
度
ご
と
の

事
業
規
模
の
推
移
（
予
測
・
計
画
）

か
ら
先
代
の
年
齢
と
役
職
、
持
株

数
。
後
継
候
補
も
同
様
に
年
齢
、
役

職
、
持
株
数
を
計
画
し
ま
す
。
他
に

重
要
な
親
族
や
役
員
が
い
る
場
合
は
、

同
じ
く
役
職
や
引
退
時
期
を
計
画
し

ま
す
。
株
式
は
高
額
な
財
産
価
値
を

持
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
移
転
に

は
課
税
の
問
題
が
伴
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
こ
と
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
専

門
家
（
税
理
士
、
公
認
会
計
士
、
司

法
書
士
、
弁
護
士
な
ど
）
に
相
談
し
、

合
理
的
・
経
済
的
に
進
め
ま
す
。

③
従
業
員
等
親
族
以
外
へ
の
事
業
承

継
の
包
括
的
な
課
題

親
族
外
の
役
員
や
従
業
員
が
事
業

承
継
す
る
こ
と
を
、M
B
O（
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
バ
イ
ア
ウ
ト
）
や
E
B
O

（
エ
ン
プ
ロ
イ
ー
バ
イ
ア
ウ
ト
）
と
呼

び
ま
す
。M
B
O
等
は
、
先
代
と
事

業
や
技
術
革
新
の
苦
労
を
と
も
に
し
、

先
代
の
眼
鏡
に
か
な
っ
た
方
が
対
象

で
、
親
族
後
継
者
が
い
な
い
場
合
の

次
の
選
択
肢
と
言
わ
れ
ま
す
。
し
か

し
、
詳
細
は
後
述
し
ま
す
が
、
こ
れ

ら
の
方
法
は
資
金
調
達
や
課
税
の
点

で
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、
中
小
企
業
で

行
わ
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
平
成
25
年
度
税
制
改
正

で
事
業
承
継
税
制
（
非
上
場
株
式
等

に
つ
い
て
の
相
続
税
・
贈
与
税
の
納

税
猶
予
制
度
）
の
適
用
要
件
等
が
見

直
さ
れ
、
親
族
以
外
の
者
が
後
継
者

の
場
合
で
も
、
納
税
猶
予
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
親
族

以
外
の
事
業
承
継
の
ハ
ー
ド
ル
は
下

が
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
経
営
者

図3　事業承継対策の流れ

事業継続
の決定

後継候補の
選択・承諾

委任的事業
承継の選択

承継後事業案
の告知・承諾

承継後の事業
スキーム想定

事業承継計画
（共同作業）
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の
連
帯
保
証
の
問
題
も
あ
り
、
零
細

企
業
を
除
い
て
今
後
と
も
進
展
し
な

い
ス
キ
ー
ム
と
考
え
ま
す
。

M
＆
A
も
親
族
外
承
継
の
一
つ
の

選
択
肢
で
す
。
ま
た
、
今
後
の
中
小

企
業
の
事
業
承
継
に
お
い
て
は
、
多

用
さ
れ
る
手
法
と
考
え
ま
す
が
、
こ

れ
は
次
号
の
話
題
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

④
M
B
O
の
議
決
権
承
継
の
課
題

役
員
な
ど
が
事
業
承
継
し
た
場
合

で
あ
っ
て
も
、
安
心
し
て
経
営
手
腕

を
発
揮
す
る
た
め
に
は
50
％
以
上
の

議
決
権
を
保
持
し
た
い
と
こ
ろ
。
こ

れ
が
満
た
さ
れ
な
い
場
合
は
、
オ
ー

ナ
ー（
家
）
の
意
向
で
い
つ
役
員
解
任

さ
れ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
近
時
の

相
談
者
に
次
の
よ
う
な
事
例
が
あ
り

ま
す
。

十
年
余
仕
え
た
オ
ー
ナ
ー
58

歳
か
ら
、
自
身
38
歳
の
時
に
60

歳
で
引
退
し
た
い
の
で
、
後
継

者
と
し
て
役
員
に
な
っ
て
ほ
し

い
旨
の
申
し
出
が
あ
り
、
こ
れ

を
了
承
し
た
。
そ
の
際
、
株
を

持
つ
約
束
を
し
、
自
身
の
持
つ

不
動
産
を
担
保
に
ロ
ー
ン
を
組

ん
で
45
％
の
株
を
オ
ー
ナ
ー
か

ら
時
価
で
購
入
し
た
。
こ
の
時

の
議
決
権
は
、
相
談
者
45
％
で

会
長
40
％
、
会
長
夫
人
15
％
だ

っ
た
。
こ
の
体
制
は
、
暫
く
は

上
手
く
い
っ
て
い
た
。
が
、
東

日
本
大
震
災
を
キ
ッ
カ
ケ
に
業

績
低
迷
と
な
り
、
従
業
員
雇
用

継
続
の
方
針
で
社
長
（
こ
の
時

の
相
談
者
役
職
）
と
会
長
の
意

見
が
合
わ
な
く
な
っ
た
。
そ
ん

な
状
況
が
半
年
間
ほ
ど
続
い
た

こ
ろ
に
臨
時
株
主
総
会
が
開
催

さ
れ
、
役
員
を
解
任
さ
れ
た
。

一
般
社
員
に
戻
っ
て
仕
事
を
続

け
た
く
な
い
と
オ
ー
ナ
ー
に
告

げ
た
と
こ
ろ
、
株
の
買
戻
し
を

提
案
さ
れ
こ
れ
に
応
じ
、
こ
の

会
社
と
の
縁
が
切
れ
た
。
買
戻

し
価
格
は
購
入
価
格
の
半
分
で
、

自
分
に
は
ロ
ー
ン
だ
け
が
残
っ

た
。
若
か
っ
た
の
で
、
知
恵
や

人
脈
不
足
だ
っ
た
。
苦
い
思
い

出
と
し
な
が
ら
も
、
そ
の
後
の

社
長
業
（
自
身
で
創
業
）
に
活

か
し
て
い
る
。

相
談
者
は
、
40
歳
前
半
と
若
か
っ

た
の
で
自
力
で
創
業
し
、
自
ら
企
画

し
た
事
業
に
邁
進
し
て
い
ま
す
。

⑤
M
B
O
の
連
帯
保
証
の
課
題

中
小
企
業
の
多
く
が
、
代
表
者
の

連
帯
保
証
を
以
て
金
融
機
関
か
ら
融

資
を
受
け
て
い
ま
す
。
事
業
承
継
と

は
、
代
表
者
が
代
わ
る
こ
と
を
意
味

し
、
仮
に
株
を
後
継
者
に
譲
渡
で
き

た
場
合
で
も
、
こ
の
連
帯
保
証
の
問

題
が
残
り
ま
す
。
ス
ム
ー
ズ
に
い
く

ケ
ー
ス
と
し
て
は
、
①
金
融
機
関
が

連
帯
保
証
を
抜
い
て
く
れ
る
、
②
後

継
者
に
連
帯
保
証
を
受
け
る
資
力
が

あ
り
、
こ
れ
を
金
融
機
関
も
後
継
者

も
了
承
す
る
、
③
先
代
が
退
任
後
も

連
帯
保
証
を
続
け
る
こ
と
を
金
融
機

関
も
了
承
す
る
、
④
事
業
承
継
を
機

に
全
額
弁
済
し
無
借
金
と
す
る

―

な
ど
で
す
。

こ
の
よ
う
に
M
B
O
を
想
定
し
た

段
階
か
ら
、
会
社
財
務
な
ら
び
に
現

経
営
者
の
資
力
、
後
継
候
補
の
資
力

を
把
握
し
た
上
で
、
ス
キ
ー
ム
を
検

討
し
ま
す
。
次
に
後
継
候
補
と
相
談

し
合
意
を
得
て
、
そ
れ
か
ら
金
融
機

関
と
交
渉
し
ま
す
。
こ
の
際
、
借
入

先
の
金
融
機
関
だ
け
で
な
く
、
こ
の

M
B
O
に
理
解
を
示
し
、
支
援
し
て

く
れ
る
新
た
な
金
融
機
関
を
探
す
こ

と
も
検
討
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

Ⅳ　

事
業
承
継
は
、
税
理
士
の
業

務
に
向
か
な
い
と
い
う
意
見

「
中
小
企
業
の
事
業
承
継
対
策
。
ピ

ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る
承
継
対

策
の
構
築
」
こ
の
小
冊
子
の
発
刊
を

機
に
何
度
か
セ
ミ
ナ
ー
講
師
を
依
頼

さ
れ
ま
し
た
。
受
講
者
の
中
に
税
理

士
先
生
が
お
ら
れ
、
セ
ミ
ナ
ー
後
に
、

税
理
士
の
方
か
ら
事
業
承
継
対
策
の

推
進
に
次
の
よ
う
な
疑
念
を
呈
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
顧
問
先
の
事
業
承
継
対
策
は
、
ど

こ
で
報
酬
を
得
る
の
か

・
そ
も
そ
も
事
業
承
継
（
対
策
で
は

な
い
）
は
、
税
理
士
の
仕
事
で
な

く
司
法
書
士
や
弁
護
士
の
仕
事
だ

ろ
う

・
顧
問
を
続
け
て
い
れ
ば
や
が
て
来

る
（
起
こ
る
）
こ
と
な
の
で
、
面

倒
な
こ
と
は
避
け
た
い

こ
の
提
言
、
疑
念
に
対
し
て
も
次

号
の
話
題
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

後継者の能力育成対象 育成の概容

基礎能力と経営センス

基礎能力や経営センスが不足する場合は、
事業承継候補者から外します。事業構想を
描くことができない経営者の下では事業の
成功は望めません。愛情の対象と事業承継
の対象は別な角度から対処すべきです。早
めの判定と告知が結果として、関係者の幸
福と安心に繋がります。

経営能力向上の支援

後継者が学び鍛えるべき経営能力には、①
経営管理能力　②経営戦略構築力　③リー
ダーシップ力　④マーケティング能力　⑤
問題解決力　⑥財務管理　などがあります

後継経営者支援システム

優秀な後継者であっても承継直後は一時的
な経営能力不足（先代と比較）になります
ので、あらかじめバックアップ体制を構築
しこれを補います。例えば、①経営改善プ
ロジェクト等を発足させ、後継経営者をリー
ダーとし、バックアップ者をメンバーに加え
る（これを研修事業とする会社もあります）
　②異業種交流会へ参加させる　③人事権
の強化もしくは承認化　など

図4　後継者育成の主な方法
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な
ど
、
毎
日
の
よ
う
に
海
外
の
ス

ポ
ー
ツ
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
大
リ
ー
グ
の
ダ
ル

ビ
ッ
シ
ュ
有
、
田
中
将
大
両
投
手

は
並
み
居
る
強
打
者
と
互
角
の
勝

負
を
し
、
男
子
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー

の
松
山
英
樹
は
近
い
う
ち
に
メ

ジ
ャ
ー
タ
イ
ト
ル
を
取
る
か
も
し

れ
な
い
と
期
待
し
て
い
る
が
、
や

は
り
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
を
見
て
い
て

も
外
国
人
選
手
の
身
体
能
力
の
高

さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
こ
と
の
方

が
圧
倒
的
に
多
い
。

2
0
0
9
年
の
全
日
本
卓

球
選
手
権
で
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
が

大
活
躍
し
て
い
る
と
き
、
国
を

挙
げ
て
の
選
手
育
成
シ
ス
テ

ム
、「
J
O
C
エ
リ
ー
ト
ア
カ
デ

ミ
ー
」
が
組
織
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
知
っ
た
。
こ
こ
に
い
る
子
ど
も

た
ち
は
、
そ
の
適
性
を
見
極
め
ら

れ
た
上
で
メ
ダ
リ
ス
ト
な
ど
か
ら

の
エ
リ
ー
ト
教
育
を
受
け
、
早

い
時
期
か
ら
国
際
経
験
を
積
み
、

数
々
の
競
技
で
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ジ
ア

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
、
世
界
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
も
輩
出
す
る
な
ど
素
晴
ら
し

い
実
績
を
残
し
て
い
る
。
少
子

化
、
ス
ポ
ー
ツ
離
れ
が
進
む
中
、

国
策
と
し
て
の
こ
の
シ
ス
テ
ム
が

ス
ポ
ー
ツ
大
国
ニ
ッ
ポ
ン
の
切
り

札
と
し
て
成
功
す
る
か
ど
う
か
分

か
ら
な
い
が
、
こ
こ
で
努
力
し
て

い
る
子
ど
も
た
ち
が
エ
リ
ー
ト
と

し
て
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
潰
さ
れ

る
こ
と
な
く
育
ち
、
い
ず
れ
世
界

の
舞
台
に
立
っ
て
外
国
人
選
手
と

さ
ま
ざ
ま
な
競
技
で
互
角
に
戦

い
、
私
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ

る
こ
と
を
願
い
た
い
。

2
0
2
0
年
に
再
び
東
京
で

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。「
東
洋
の
魔
女
」

が
再
び
現
れ
る
か
、
国
技
柔
道
が

復
活
す
る
か
、
私
が
気
に
か
け
応

援
し
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
競
技
の

ジ
ュ
ニ
ア
た
ち
も
そ
の
舞
台
に

立
っ
て
い
る
か
、
そ
し
て
世
界
を

相
手
に
ど
ん
な
勝
負
を
し
て
く
れ

る
か
非
常
に
楽
し
み
だ
。

私
自
身
も
大
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
み
な
が
ら
健
康
で
そ
の
時

を
迎
え
た
い
。

私
が
小
学
校
2
年
生
の
時
、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ

た
。
私
た
ち
が
生
き
て
い
る
間
に

日
本
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
は
二
度

と
な
い
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
、
新
聞

の
切
り
抜
き
を
し
た
り
、
テ
レ

ビ
に
噛
り
つ
い
て
い
た
。「
東
洋

の
魔
女
」
と
言
わ
れ
た
女
子
バ

レ
ー
、
重
量
挙
げ
、
柔
道
、
男
子

体
操
、
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
日
本
代
表

の
選
手
が
大
き
な
外
国
人
選
手
と

張
り
合
う
姿
を
応
援
し
た
こ
と

が
、
ス
ポ
ー
ツ
好
き
に
な
っ
た
一

因
の
よ
う
な
気
が
す
る
。

学
生
時
代
は
野
球
部
に
所
属
し

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
今
で
も
週

末
の
ゴ
ル
フ
は
欠
か
さ
ず
身
体
を

動
か
し
て
い
る
が
、
最
近
で
は
海

外
で
勝
負
し
て
い
る
日
本
人
ア
ス

リ
ー
ト
の
活
躍
を
観
戦
し
、
次
代

を
担
う
か
も
し
れ
な
い
ジ
ュ
ニ
ア

ア
ス
リ
ー
ト
を
見
つ
け
て
応
援
す

る
こ
と
が
楽
し
く
な
っ
て
き
た
。

今
で
は
世
界
の
メ
ジ
ャ
ー
な

ス
ポ
ー
ツ
が
テ
レ
ビ
放
送
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
大
リ
ー
グ
、

P
G
A
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
サ
ッ
カ
ー
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上げられた金の鯱は、城だ
けではなく名古屋の街のシ
ンボルとして親しまれてい
ます。また、2009年より本
丸御殿の復元も開始されま
した。現在は、入口にあた
る玄関、謁見の場である表
書院などが公開となってい
ます。

「名古屋城」
（愛知県名古屋市）

表紙の写真
　名古屋城は、徳川家康が
天下統一の最後の布石とし
て築いた城です。かつての
名古屋城には、天守閣に加
えて国宝に指定されていた
本丸御殿がありましたが、
ともに1945年の空襲で焼
失してしまいました。戦後
の復興に伴い、59年には天
守閣が再建され、大天守に

中部ミロク会計人会

CHANNELのロゴが変わりました
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